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西
川
裕
子
さ
ん（
石
川
町
）

なすとわかめのからし酢あえ

ワンポイント

桑野協立病院 管理栄養士　中里真由美

なすは洗ってへたをとり、縦半分に切り、斜
めの薄切りして１％の塩をふり重石をして、
しんなりしたら絞ります。

わかめはもどして、ざく切りにし、サッと熱湯
に通し水にとり、水けをよくきります。

きゅうりは縦半分に切り、斜め切りにして塩
をふり、しんなりしたら水けをきります。

みょうがは縦半分に切り斜め切りにします。

分量の調味料を合わせ、1/3量で❶～❹をあ
えて絞り、残りの2/3量でもう一度あえます。

●なす
　塩
●干しわかめ
●きゅうり
　塩
●みょうが
●砂糖2ｇ/しょうゆ5ｇ
●酢4ｇ/溶きがらし1ｇ
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り 方
海草はヨードをはじめビタミ

ンＡ、Ｃ、カルシウム、カリウム、
食物繊維を多く含む健康的な
食品。
わかめは、塩蔵わかめや、干

しわかめ、インスタントわかめ
などがあります。
今回の料理には干しわかめ

を使用しましたが、干しわかめ
は戻すと１０倍の分量になりま
すので、生わかめを使用する時
は１０倍の分量にして下さい。

銅
板
葺
き
の
流
れ
づ
く
り

の
屋
根
が
長
い
年
月
を
経
て

緑
青
に
変
わ
り
、荘
厳
な
空

気
の
漂
う
長
泉
寺
。赤
い
つつ

じ
の
花
が
彩
り
を
添
え
て
、

ひ
と
き
わ
お
寺
の
美
し
さ
を

引
き
立
て
て
い
ま
す
。

１
０
０
年
以
上
も
前
に
建

て
ら
れ
た
と
い
う
長
泉
寺
。

玄
関
を
入
る
と
、ひ
ん
や
り

と
し
て
い
ま
し
た
が
、迎
え
て

く
れ
た
西
川
裕
子
さ
ん
の
笑

顔
に
緊
張
感
が
消
え
て
い
き

ま
し
た
。＊

＊
＊
＊
＊

「
娘
が
幼
稚
園
の
頃
、人
形

劇
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
多
く

の
お
母
さ
ん
と
つ
な
が
り
が

で
き
た
の
。人
形
や
舞
台
装

置
も
み
ん
な
で
手
作
り
し
て

文
化
祭
で
上
演
し
て
反
響
が

あ
り
、他
の
幼
稚
園
か
ら
も

声
が
か
か
っ
て
行
っ
て
上
演
し

た
の
よ
」と
、当
時
を
懐
か
し

そ
う
に
話
す
西
川
さ
ん
。

32
年
前
に
横
浜
か
ら
石
川

町
に
嫁
い
で
き
て
、未
知
の
土

地
で
の
生
活
に
戸
惑
い
を
感

ん
で
き
ま
す
。で
も
今
は
子

ど
も
達
も
自
由
な
時
間
が

な
く
な
り
ま
し
た
ね
。時
代

の
流
れ
で
し
ょ
う
か
」

＊
＊
＊
＊
＊

支
部
結
成
時
か
ら
会
計

と
庶
務
を
担
当
し
、支
部
総

会
の
議
案
書
づ
く
り
を
こ
な

し
て
き
た
西
川
さ
ん
で
す

が
、お
寺
の
仕
事
が
忙
し
く

な
り
、他
の
人
に
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。「
石
川
支
部
は
、桑

野
協
立
病
院
か
ら
は
遠
い
の

で
、支
部
独
自
の
魅
力
を
つ

く
って
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。組
合
員
健
診
は
他
の

医
療
機
関
よ
り
た
く
さ
ん
の

項
目
が
あ
っ
て
安
い
か
ら
、受

診
を
大
い
に
す
す
め
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

去
年
か
ら
始
め
た
と
い
う

ご
詠
歌（
仏
教
歌
）。「
独
特

の
譜
面
や
種
類
の
多
さ
、奥

深
さ
を
知
り
、い
ま
は
駆
け

出
し
」と
言
う
西
川
さ
ん
。

凛
と
し
た
中
に
も
や
さ
し
い

眼
差
し
が
印
象
的
で
し
た
。

（
吉
川
）

じ
な
が
ら
も
、娘
さ
ん
、息
子

さ
ん
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
西
川
さ
ん
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。医
療
生
協
と
の

出
会
い
も
そ
の
頃
だ
と
言
い

ま
す
。

「
夏
休
み
に
勉
強
会
を
開

い
た
の
。子
ど
も
た
ち
の
健

康
が
気
に
な
っ
て
い
た
か
ら

食
品
添
加
物
の
実
験
を
し

ま
し
た
。ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
持

ち
寄
っ
て
、糖
度
や
着
色
料

な
ど
を
調
べ
た
ん
で
す
。農

家
か
ら
糖
度
計
を
借
り
て

き
た
り
、白
い
毛
糸
を
使
っ
た

り
、自
分
た
ち
で
工
夫
し
て

や
り
ま
し
た
ね
。あ
の
頃
は
、

呼
び
か
け
れ
ば
、子
ど
も
も

母
親
も
い
っ
ぱ
い
来
て
く
れ

ま
し
た
」「
支
部
に
な
る
前
に

は
、通
院
バ
ス
を
石
川
に
も
！

と
組
合
員
増
や
し
も
や
り
ま

し
た
。ま
た
、子
ど
も
た
ち

を
連
れ
て
桑
野
協
立
病
院

見
学
と
か
、今
出
川
の
生
物

調
べ
等
も
。思
い
出
せ
ば
、い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
浮
か

１人分／エネルギー 131kcal たんぱく質46.9ｇ 脂質18.3ｇ 塩分2.6ｇ

に立ち向かう！
核害のまちに生きる緊急に必要なとりくみ
❶身の周りの放射線量を測定し、地域の放射線量測定マップをつくる。
❷今、自治体がやっている除染活動をみんなで応援する。
　子どもの集まる全ての場所で表土除去を進める。
❸全国の機関に呼びかけて除染活動ボランティアを招集する。
❹自治体は汚染物質の暫定的な扱いを早急に決めて、
　今実施している除染方法を全国に向けて更に発信するよう要請する。
❺「ひまわり運動」を拡大する。

❶身の周りの放射線量を測定し、地域の放射線量測定マップをつくる。
❷今、自治体がやっている除染活動をみんなで応援する。
　子どもの集まる全ての場所で表土除去を進める。
❸全国の機関に呼びかけて除染活動ボランティアを招集する。
❹自治体は汚染物質の暫定的な扱いを早急に決めて、
　今実施している除染方法を全国に向けて更に発信するよう要請する。
❺「ひまわり運動」を拡大する。

～郡山医療生協第44回総代会で採択～

6月9日「内部被曝に立ち向う」
矢ヶ崎克馬先生講演会にて
（福島県看護協会会館）

放射能汚染
健康で安心して暮らせるまちを

桑 野 協 立 病 院 
ア イ メ イ ト く わ の
桑野介護保険センター 
桑野協立介護保険センター
サポートセンターひなたぼっこ

933－5422
923－6166
923－6165
923－6171
983－6147

桑野訪問看護ステーション
郡山東介護保険センター
ひまわりの家デイサービスセンター
桑野ヘルパーステーション

923－6174
943－9401
943－1061
923－6226

ふれあいデイサービスセンター
桑の実デイサービスセンター
桑野協立病院通所リハビリテーション
桑野協立病院訪問リハビリテーション

923－6219
923－6219
９２３－６２７５
９３３－５４２２

※事業所の電話の市外局番はいずれも（024）

郡山医療生協
事業所の
ご案内

安心のネットワーク

平和

介護

暮らし

健康

郡山医療生協ホームページアドレス
http://www.koriyama-h-coop.or.jp/

郡山市島2－9－18
TEL  024－923－6212 FAX  024－923－6921
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郡山医療生活協同組合
2011年5月31日現在
● 組合員数
・・・・・・・・・・・・・・・26,733名

● 出資金
・・・・・・・・・805,620千円

● 1組合員平均
・・・・・・・・・・・・・・・30,136円
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平
成
２３
年
4
月
1
日
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。本
田
悌
一朗（
ほ
ん
だ
て
い
い
ち

ろ
う
）と
申
し
ま
す
。出
身
は
郡
山
市
で
、今

回
、震
災・原
発
事
故
と
予
定
に
な
い
こ
と
が

起
こって
し
ま
い
ま
し
た
が
、家
族
で
山
形
市

か
ら
転
居
し
て
き
ま
し
た
。郡
山
市
に
住
む

の
は
、約
２０
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。

担
当
し
て
い
ま
す
診
療
科
は
内
科
で
す
。

内
科
一般
に
加
え
、特
に
消
化
器
科・内
視
鏡

を
専
門
に
し
て
き
ま
し
た
。坪
井
院
長
が

医
局
の
同
門
会
の
O
B
で
も
あ
り
、縁
あ
っ

て
桑
野
協
立
病
院
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

平
成
８
年
に
卒
業
後
、山
形
大
学
付
属

病
院
を
中
心
に
山
形
県
内
の
中
核
病
院
や

い
わ
き
市
の
呉
羽
総
合
病
院
で
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
。今
ま
で
自
分
自
身
が
不
健

康
で
し
た
の
で
、少
し
で
も
健
康
を
取
り
戻

そ
う
と
、こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
試
行
錯
誤
中

で
す
。簡
単
に
は
健
康
に
な
れ
ま
せ
ん
の
で

少
し
ず
つ
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。そ
し
て
、地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康

管
理
に
貢
献
で
き
る
よ
う
微
力
な
が
ら
頑

張
って
参
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

放射能が心配なのですね。安心して外で遊んだり、
プールで水泳をしたりしたいものね。私もあなたと同じ
思いです。
私たちの身体に害（がい）があるのは、おもに放射性セ

シウムやヨウ素というチリのような物が、次々に発射して
くる放射線（放射能といってもいいでしょう）というもの
です。
この放射性セシウムが、土の上や草むらなどにたくさ
んあるので、これを取りのぞいてくれるものがあれば、私
たちの身体への害は少なくなるわけです。
青森県環境科学研究所の山上睦氏は、右のグラフにあ

るように、植物がセシウムを根から吸い取ることを確か
めました。ヒマワリも入っています。ヒマワリを育てると、
その根のまわりのセシウムが吸い取られ1平方メートル
で、0.00015グラム、放射線の量がへってきます。
ヒマワリは、種が手に入りやすく、育てやすいので、多
くの人にいろいろな所で育ててほしいと思います。そう
すると、放射線の量がどんどんヘってきて、安心して外で
遊べる日が早く来ることでしょう。枯れたヒマワリの処分
が問題になっており、安全な処分の方法の検討が急がれ
ています。あちらでもこちらでもヒマワリが咲いている風
景も美しく、気持ちを明るくしてくれるにちがいありませ
ん。ヒマワリの種から絞った油は、バスなどのディーゼル
エンジンの燃料になります。

からだのことや病気についておうちの人と話し合ってみましょう。

ヒマワリは放射能を消してくれるの？
ほう しゃ のう

質問

からだからだだのののふしぎふしぎ

からだのふしぎ
からだのふしぎ
その6

せんせいおしえて

〈内科・消化器内科〉

本田 悌一朗先生

教えてくれる先生

坪井 正夫 院長

新任医師紹介
２
０
１
０
年
度
は
、診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改

定
へ
の
対
応
を
着
実
に
積
み
上
げ
、入
院
単

価
の
大
幅
引
き
上
げ
や
、整
形
外
科
外
来

の
増
改
築
工
事
の
成
功
に
よ
っ
て
患
者
数
が

増
加
し
ま
し
た
。介
護
事
業
で
は
、通
所
系

事
業
所
や
居
宅
で
収
益
が
増
え
、新
規
事

業
で
あ
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
な
た
ぼっこ

は
、10
月
に
着
工
し
、３
月
竣
工
、４
月
オ
ー

プ
ン
目
指
し
て
順
調
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
の
前
進
に
あ
わ
せ
て
、組
織
活
動
も

支
部
３
ヶ
年
計
画
の
初
年
度
に
ふ
さ
わ
し
い

４
つ
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。１
つ
め
に
は
、

仲
間
ふ
や
し（
組
合
員
ふ
や
し
）が
、年
間

1
，0
0
0
名
に
も
う
一
歩
と
大
き
く
前

進
し
た
こ
と
。2
つ
め
に
は
、サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
建
設
の
増
資
目
標
を
達

成
し
た
こ
と
。３
つ
目
に
は
、1
，6
8
8
名

の
組
合
員
が
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
参

加
し
た
こ
と
。そ
し
て
、最
後
に
、小
野
支
部

の
活
動
が
仕
掛
け
と
仕
組
み
を
変
え
て
大

き
く
飛
躍
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

し
か
し
、3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
と
原
発
事
故
は
、事
業
と
経
営
環

境
を
一
変
さ
せ
、大
き
な
打
撃
を
あ
た
え

ま
し
た
。桑
野
協
立
病
院
を
は
じ
め
と
す

る
施
設
は
一
部
損
壊
、あ
る
い
は
全
壊
、建

設
中
で
あ
っ
た
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
な
た

ぼ
っ
こ
の
修
復
工
事
な
ど
全
体
で
1
億
円
を

超
え
る
被
害
を
被
り
、更
に
は
、原
発
事
故

に
よ
る
見
え
な
い
放
射
能
へ
の
不
安
が
深
刻

な
問
題
に
な
って
い
ま
す
。

大
震
災
と
原
発
事
故
の
も
と
で
進
む
今

年
度
。私
た
ち
は
強
い
意
志
を
持
っ
て
、県

民
と
連
帯
し
て
こ
の
事
態
に
長
期
的
に
立

ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
自
己
主
権
論
の
立
場
か
ら
除
染
や
防

護
活
動
を
具
体
的
に
展
開
し
、子
供
の
健

康
を
守
る
活
動
を
重
視
し
ま
す
。

桑
野
協
立
病
院
の
増
改
築
に
つ
い
て
は
、

10
月
に
建
設
委
員
会
を
立
ち
あ
げ
て
、来

年
度
の
着
工
を
め
ざ
し
て
建
設
計
画
を
つ

く
り
あ
げ
ま
す
。ま
た
、組
織
づ
く
り
で
は
、

支
部
３
ヶ
年
計
画
の
２
年
目
と
し
て
、仲
間

ふ
や
し
と
共
に
、み
ん
な
の
健
康
の
配
付
協

力
者
を
増
や
し
、配
付
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て

い
く
活
動
を
役
職
員
と
組
合
員
の
協
力
協

同
、連
帯
行
動
と
し
て
具
体
化
し
ま
す
。最

後
に
、来
年
は
郡
山
医
療
生
協
創
立
40
周

年
と
な
り
ま
す
。そ
の
プ
レ
企
画
と
し
て
、

12
月
に
は
劇
団
前
進
座
の
記
念
公
演
を
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

６
月
19
日（
日
）福
島
県
看
護
協
会
会
館
み
ら
い
ホ
ー
ル
に
て
、第
44
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、総
代
・
役
職
員
約
２
５
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
の
総
代
会
は
、例
年
の
事
業
の
経
過
報
告
に
加
え
、東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
に
と
も
な
う
放
射
能
汚
染
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
く
べ
き
か
と
い
う
大
き
な
提
案
も
な
さ
れ
ま
し
た
。特
に「
放
射
能
汚
染
に
立
ち
向
か
う
！
地
域
ま
る
ご
と
暮
ら
し
と
健
康
を
ま
も
る
大
運
動
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
提
案
は
、今
年
度
の
大
き
な
運
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
他
、役
員
選
任
議
案
を
含
む
５
つ
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

採決の場面

震災で亡くなられた方々へ追悼の黙祷

第４4回
通常総代会

地
域
ま
る
ご
と
暮
ら
し
と
健
康
を
ま
も
る

　
　
　
　
　
　

大
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
！

県
民
一
体
と
な
っ
て
立
ち
向
か
う

２
０
１
０
年
度
の
振
り
返
り

２
０
１
１
年
度
の
位
置
づ
け
と
基
調
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セシウムの除染効率が良い植物

栽培 野生
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疑問や感想、要望次 と々。

支部や班で話しあったり、
学んで行動していきましょう。

●テレビ、ラジオとも、安全です。安全です。と、ずーっと言っておりますが本当は
どうなんだろうと思い、インターネット等で情報を集めるようになりました。そした
ら、真逆の事を言っている先生たちがおり、ショックを受けました。私には５歳、
４歳、７ヶ月の子供達がおります。今後の子供らの将来を思うと、泣いても泣
ききれない思いです。何かと、自分に知識をつけて、少しでも子供らが元気で
健康な大人になってほしい思いでおります。なぜ政府は福島県を見捨てるの
か私はくやしくてたまりません。いち早く除染しなければいけないことを分かっ
てほしいです。私の父母世代は、放射能に強い子にするとか言って、協力し
てくれないのです。テレビで安全って言っているとか、大丈夫だーとかいって、
本当に無関心なのです。それがくやしいです。一生懸命説得しても聞いてく
れません。

●汚染されてしまった生活の場で、自分たちは、どう生きていけば（過ごせば）良
いのかとても知りたいです。この地で生活している若い人たち（子供）の事が
とても気になります。できうる限りの防御をし、心配しすぎることなくこの地で
暮らして生きたいと思っています。

●毎日、不安でストレスがたまります。子供の前では、不安な顔を見せてはいけ
ないとふるまっていますが、国、行政の隠蔽を知ると、気持ちも穏やかではあ
りません。福島にいる以上、この地で生活する以上、目を背けてはいけない問
題です。自分の知る限りの対処法で乗り越えるしかないと思います。

各地で開催放放 射射 線線 学学 習習 会会

6月9日「内部被曝に立ち向う！」市民講座の感想より

支部の学習会や班会で出された声

6/8

6/9

6/8

三穂田町で開かれた矢ヶ崎克馬氏講演会

講演後参加者の相談をうける矢ヶ崎克馬氏（大成地域）

桑野支部主催の放射線技師の中里科長による学習会

6/11
富久山支部総会で先崎理事を講師にした学習会

私は妊娠2ヶ月です。
生まれてくる子供のことを考えると、とても不安です。

どうしていいのかわかりません。
　◆ ◆ ◆ ◆ ◆　

子供の甲状腺がんが心配です
　◆ ◆ ◆ ◆ ◆　

放射線測定器がほしい。どこで売っているの？
　◆ ◆ ◆ ◆ ◆　

家の窓は開けても大丈夫？
　◆ ◆ ◆ ◆ ◆　

洗濯物を外に干してもよいのか？
　◆ ◆ ◆ ◆ ◆　

母乳の検査はどこでやっているのか？
　◆ ◆ ◆ ◆ ◆　

家庭菜園の野菜は食べられるのか？

坪井院長の呼びかけで始まった「ひまわりを植えよう！」運動。
ここ病院周辺でも、５月下旬に種まきを行い、現在グングン成長中です。

ひまわりの家デイサービスセンターつくしんぼ保育園病　院　中　庭
５月３０日５人の
組合員さんが植
えた芽も順調に
成長しています。
草を刈って、石を
どけて、水をまい
て．．．場所作りがこ
んなに大変だっ
たとは！！

保育園周辺は
特にたくさん
植えました。
たのむぞ！！
ひまわり！！

郡山医療生協 TEL024-923-6212
　　　　　 〒963-8034 郡山市島二丁目９－１８　　　　　　　 sosiki@koriyama-h-coop.or.jp

元気なひまわりが咲いたら是非写真に撮って送って下さい。感想なども添えて頂けるとうれしいです！
全国に福島県の元気を伝えたいと思います。

新支部
長

抱　負
新支部

長

抱　負

ひまわりの写真を募集します！

送付先
郵送の場合 Ｅメールの場合

病院中庭の様子
です。
なんだか鬱蒼と
してきました。
大きくなったら
どうなるの
でしょう。

ひま
わり

成長記
録ひま
わり

成長記
録

森川道子さん

色々な情報に振り
回されうっとうしい毎
日。そんな時だからこ
そ、仲間たちとの交流
で、しっかりとした情報
を得て、免疫力を高め
ましょう。

郡山東支部

門馬恭子さん

「出会い・ふれあい・
支えあい」のスローガ
ンのもと、運営委員の
みなさんと組合員を中
心とした、地域に根ざ
した活動をしていきた
いと思っています。

大成支部

國分利廣さん

前支部長の長い間
の活動を継承し、3カ
年計画をみなさんとと
もに、やりあげていき
たいと思います。

本宮支部

後藤信弘さん

「医療生協に加入
していてよかった」と
実感できる人が一人
でも多くなるような支
部活動をめざしたいと
思います。

とみた支部

安川  進さん

運営委員の皆さん
との和を大切に、知恵
を出し合って「高齢者
にやさしいまちづくり」
に向けて、ミニデイ活
動をさらに広げていき
たいと思います。

すぎな支部

６月１7日、地表の放射線量は０.８０μSvに下がっ
ています。ひまわり効果！？

６月１日に発芽。（種まきは５月２３日）
ちなみに、地表の放射線量は１．２０μSvでした。

※講演会での質疑の一部をホームページに掲載しています。「お知らせ」をご覧ください。
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前回クイズに応募頂いた方々のおハガキをご紹介します。ありがとうございました！
●「東日本大震災から数ヶ月。被災された皆様へ、心からお見舞い申し上げます。地震、津波、原発、風評被害
の四重苦ですが、生協の心意気で、今こそ力を出す時。互いに、ガンバレ生協！ガンバレ福島で前進しま
しょう！」（富田町／男性）

お便り
コーナー

ひ
ま
わ
り
の
種
を
蒔
い
て
か
ら
の
成
長

記
録
を
残
そ
う
と
写
真
に
撮
っ
て
い
ま
す
。

植
物
の
観
察
を
す
る
の
は
小
学
生
以
来
ウ

ン
十
年
ぶ
り
の
事
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。（
詳

細
は
5
面
）

物
凄
い
勢
い
で
ひ
ま
わ
り
は
成
長
し
て
い

ま
す
。そ
ん
な
姿
を
見
て
い
る
と
、う
れ
し

く
も
あ
り
、頼
も
し
く
も
あ
り
、し
か
し
悲

し
く
も
あ
り
、何
だ
か
少
々
複
雑
な
心
境

に
な
り
ま
す
。今
年
植
え
ら
れ
た
ひ
ま
わ

り
に
は
、み
ん
な
の 

並
々
な
ら
ぬ
想
い 

が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。残
念
な
が
ら
決
し
て
観

賞
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・・・・

こ
れ
か
ら
太
陽
に
向
か
って
活
発
に
動
き

を
変
え
な
が
ら
成
長
し
、大
き
な
黄
色
の

花
を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
る
時
に
は
、

「
笑
顔
で
」「
ほ
が
ら
か
な
気
持
ち
で
」み
ん

な
と一緒
に
な
が
め
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
Ｈ
）

◇
整
形
外
科
を
受
診
し
ま
し

た
。待
合
い
と
の
境
が
ド
ア
で

は
な
く
カ
ー
テ
ン
１
枚
だ
っ
た

の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。医
師

の
説
明
が
待
合
い
の
患
者
さ

ん
に
ま
で
き
こ
え
て
い
ま
す

し
、カ
ー
テ
ン
の
す
き
間
か
ら

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
も
見
え
ま

し
た
。カ
ー
テ
ン
か
ら
ド
ア
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

◆
ご
指
摘
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。現
在
、基

本
的
に
ド
ア
を
閉
め
て
診
察

し
て
お
り
ま
す
。な
お
、車
イ

ス
の
患
者
様
や
、ご
家
族
が
ご
一

緒
の
と
き
な
ど
、診
察
室
が
狭

く
な
る
た
め
、や
む
を
得
ず
ド

ア
を
開
け
た
状
態
で
診
察
す

る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
外
来
で
の
受
診
の
際
、名

前
を
呼
ぶ
声
が
こ
も
っ
て
よ
く

聞
こ
え
な
い
で
す
。（
マ
ス
ク
の

せ
い
も
あ
る
）年
を
と
っ
た
患

者
が
多
い
中
、は
っ
き
り
と
大

き
い（
口
を
あ
け
て
ゆ
っ
く
り
）

声
で
呼
ん
で
ほ
し
い
。

◆
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
、申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。現
在
、

各
職
員
に
、感
染
症
防
止
の

観
点
か
ら
マ
ス
ク
の
着
用
を
指

導
し
て
お
り
ま
す
。今
後
、ご

高
齢
の
方
で
も
聞
き
や
す
い

よ
う
に
、大
き
く
は
っ
き
り
し

た
声
で
お
呼
び
す
る
よ
う
、指

導
し
て
参
り
ま
す
。

◇
皮
膚
科
を
受
診
し
よ
う
と

思
い
病
院
に
き
ま
し
た
。今
朝

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、休
診

の
件
等
書
い
て
な
か
っ
た
の
で

来
ま
し
た
と
こ
ろ
…
休
診
で

が
っ
か
り
で
す
。ガ
ソ
リ
ン
ぎ

り
ぎ
り
な
の
に
…
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
常
に
最
新
の
情
報
を
掲

載
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
震
災
直
後
の
大
変
な
状
況

下
で
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。現
在
、最
新
の
診
療
案

内
を
掲
載
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
ま
す
。

◇
明
日
で
退
院
の
患
者
の
家

族
の
も
の
で
す
。本
田
先
生
の

説
明
が
わ
か
り
口
調
も
よ
く

と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。病
棟

の
ナ
ー
ス
、主
任
、副
主
任
の

態
度
、表
情
も
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

担
当
医
師・職
場
に
伝
え
る
と

と
も
に
、今
後
も
職
員
一
同
よ

り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

編
集
後
記

投書の回答

患者さんの声

事業所利用委員会

社 会 保 障・平 和 活 動 委 員 会社 会 保 障・平 和 活 動 委 員 会

今回の福島原発事故により放射能汚染がおこり、郡
山でも通常より高い放射線量が続いています。現在の
放射線量では長期間でも人体には影響はないといわれ
ていますが住民の不安は消えません。いままで、基本健

康診断では、白血球数・貧血検査は行っていますが、白
血球像検査は調べていませんでした。そこで、造血機能
異常（白血病など）の早期発見のため、基本健康診断に
白血球像検査を加えました。
方法は血液検査ですが、採血量はこれまでと変わり

ません。経年変化を見据えていくことが大切になってい
ます。年に１度の健康診断で健康づくりをすすめていき
ましょう！（６月１日から１月３１日の期間で、郡山市施設
健診も開始されました。）

今回の震災の中では、地域で様々な場面で助け
合いの姿が見られました。それにちなんだ問題
です。フランスの小説「ダルタニャン物語」
（「三銃士」とも呼ばれる）に出てくる有名な
言葉。生活協同組合の理念にも顔を出すことの
ある、下の○○○に入る言葉は何でしょう？

「一人はみんなのために○○○は一人のために」

みんなの健康クイズみんなの健康クイズみんなの健康クイズみんなの健康クイズ
問題

答え

組合員健診に
白血球像（白血球百分率）
検査が追加されました。

この夏、熱中症に気をつけましょうこの夏、熱中症に気をつけましょう

官製ハガキに○○○に入る3文字の答えと、住所・
氏名・年齢・電話番号・紙面の感想・近況（掲載させ
て頂く場合があります）など何でも書いてどしどし
応募ください。正解者の中から抽選にて記念品を
差し上げます。
　締切は、平成２３年８月３１日の消印有効。

̶ハガキの宛先̶
〒963-8034  郡山市島二丁目９－１８
郡山医療生活協同組合  組織部
みんなの健康クイズ係 宛

大震災・原発問題の混乱の中、国会では介護保険サービスに関る重要な法案

が成立しました。政府はこれまで、必要な介護サービスの確実な増加が見込まれ

る中、財源不足を理由に、サービスの抑制と介護保険料値上げの必要性にたび

たび言及してきました。その中で、今国会中、介護保険法等の改定に関る大事な

法案が、衆院10時間弱、参院8時間弱の短時間の審議のみで成立したのです。
　
　
　
　
「
２４
時
間
巡
回
介
護
・
看

護
」の
導
入

●
ヘ
ル
パ
ー
の
労
働
強
化
に
よ
り
、離
職

者
増
、人
員
不
足
が
加
速
す
る
。

●
サ
ー
ビ
ス
量
に
関
係
な
く
事
業
者
へ
の

報
酬
が「
包
括
払
い
」で
あ
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
い
ほ
う
が
事
業

者
の
利
益
と
な
り
、利
用
回
数
の
制
限

に
つ
な
が
る
。

　
　
　
　

介
護
職
員
に
よ
る
痰
の
吸

引
な
ど
医
療
行
為
の
解
禁

●
本
来
、痰
の
吸
引
な
ど
の
医
療
行
為

は
、「
保
健
師・助
産
師・看
護
師
法
」

で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、今
回
の
改
定

で
介
護
労
働
者
に
よ
る
医
療
行
為
が

拡
大
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。看
護
師
の

不
足
を
介
護
労
働
者
で
補
お
う
と
す

る
も
の
で
、し
か
も
介
護
労
働
者
へ
の

賃
金
上
の
評
価
も
な
い
。

　
　
　
　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
市

町
村
に
よ
る「
日
常
生
活
総
合
支
援

事
業
」へ
の
置
き
換
え
可
能
に

●
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
要
支
援
の
方
の
家
事

援
助
や
入
浴
介
助
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
手
伝
い
に
、専
門
職
に
よ
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
公
民
館
の
一
室
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
守
り
に
変
わ
っ
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か

が
市
町
村
の
判
断
に
な
り
、居
住
地
に

よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
格
差

が
出
る
。

そ
の
他
に
も
、介
護
療
養
病
床
の
廃

止
方
針
を
継
続
し
た
こ
と
や
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
現
行

制
度
の
問
題
点
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

既
に
法
案
は
可
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
い
く
度
と
な
く
行
わ

れ
て
き
た
社
会
保
障
の
改
悪
を
、私
た

ち
の
反
対
の
声
に
よ
っ
て
何
度
も
実
質

的
に
撤
回
さ
せ
て
き
ま
し
た
。大
震
災

の
復
興
名
目
で
、介
護
の
切
捨
て
、公
費

負
担
の
削
減
や
、消
費
税
増
、保
険
料
の

値
上
げ
が
公
然
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

必
要
の
な
い
莫
大
な
軍
事
費
や
、無
駄
づ

か
い
な
ど
財
源
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
き
ち
ん
と
学
習
し
、

安
心
の
介
護
を
揺
る
が
す
法
改
定
に
反

対
の
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
題
点
①

問
題
点
②

問
題
点
③

頭痛・めまい、
吐き気、脱力感、
脈拍が早くなる

水分不足による
脱水、血管拡張
に伴う血圧低下

涼しい場所で、
水分や塩分の
補給をする

ふくらはぎや腕、
腹筋に痛みを
伴うけいれん

血液中の塩分濃
度の低下

涼しい場所で、
水分や塩分の補
給をする

皮膚乾燥、意識
障害、刺激に対
する反応鈍化

水分不足と血中
塩分濃度の低下

水や氷を当て体
温を下げ、医療
機関へ受診する

こんな症状なら 原因は？ 対処法は？

～安心の介護を揺るがす法改定～介 護 険保

“

”

こ
の
改
定
に
よ
る

問
題
点
を
ま
と
め
ま
し
た


